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 本実験では風洞実験用の幅 1m（図 1）のエレボン搭載翼とエレボン動作試験用の幅 3m（図 2）の
エレボン搭載翼を製作した。まず幅 1mのエレボン搭載翼を作製し、9月 30日に工学研究科研究用風
洞において試験を行った。その後、幅 3m のエレボン搭載翼を製作し、11 月 23 日に動作試験を行っ
た。 
       
図 1：幅 1mのエレボン搭載翼      図 2：幅 3mのエレボン搭載翼 
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３、 実験の目的・手順 
3.1、幅 1mのエレボン搭載翼の風洞試験 









図 3 幅 1mエレボン搭載翼の風洞実験の様子 
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図 5 風洞実験概略図 
3.2、幅 3mのエレボン搭載翼の動作試験について 
 
図 6 幅 3mのエレボン搭載翼動作試験 

















   
図 7 xflr5において後縁舵面を生成 
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 5.1、幅 1mのエレボン搭載翼の風洞実験の結果 
表 3,4 に以上の理論より求めた理論値と実際に風洞内でエレボンの舵面を動かして得た実測値の比
較を示す。 
表 3 風洞実験結果 
フラップ動作角(deg) 実装値より算出したモーメント(N*m) 理論モーメント値(N*m) 
7 -0.929 -2.34 
4 -0.650 -2.14 
0 -0.496 -1.24 
-2 -0.248 -0.970 
-5 -0.0619 -0.517 
-8 0.0619 -0.0519 
表 4 ばねはかり実測値 
フラップ動作角 下ばねはかりの値(N) 上ばねはかりの値(N) 
7 0 2.9 
4 0 2.1 
0 0 1.6 
-2 0 0.8 
-5 0 0.2 
-8 0.2 0 
※フラップ後縁が下を向く方向への回転を正とする。以下同じ  
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【1】 牧野光雄, 航空力学の基礎（第三版）, 産業図書株式会社, p148-157 
 
